
シーケンス

て，仕事量として求められ，記録紙上に記載される。このほか

1時間 ・ キ ロ ポス ト・ 走行距隣 ・ 風向 ・ 風速・プレー キシ リ ンダ

庄力 ・ カットオフ位置(ノッチ位↑丘)・プレーキ位tiïその他機関

車からの合図等が自動的に記録紙上に記録される。走行距離は

台111の車輸の l到転数を ， ある歯車比で伴)大して示す走行距離計

による。指示青!としては ， 引強力指示計 ， 電気式速度青1 ，プレ

ー キ圧力計， さらに電気後|刻事汗l として電流計 J 1ft圧計， 電力

計等がそなえつけられており ， また計illlJ台上に温度計 ・ ガス分

析装i丘を設備することによって，蒸気機関111の性能試験に必要

な各所の温度をiIliJり ， 燃焼ガスを分析することができる。 車内

には試験成総値を整理するための机や， 車両として必要な保守

斤l計 総もそなえている。

マヤ 381 を使って本線で後関車の性能を試験するには，機関

車のつき'にこの率を連結し，つぎに試験の条件に応じてプレー

キ俄l主Plï または答貨車を迎給する。 俄|刻士や機関111迎転室内の

他の計 山l者との連絡はfE話で行う。 * 蒸気機関車の性能試験。

2 制重力試験車

図により目的に より それぞれ特有のものがあるが， わが閣の

ものは 15t ftt有がい貨車を改装して，単ð'1l プレーキ弁， 空気溜，

ブレーキ力測定装置および車輪タイヤ温度測定j羽のスリップリ

ング等を備えており ， 一般列車に組み込んで，列車プレー キ管

から巡止弁を経て空気溜の圧力を高めると，単独プレーキ弁に

より列車プレーキとは無関係に自由にプレーキを掛けたり ， ゆ

るめたり(ただし後取1 1のみ)することができるから ， !l日工に よる

H品輸子の摩耗， 摩擦特性あるいは氾度特性を測定することもで

きるし，また過度のプレーキ力をかけることにより ， 車輸を滑

走させ，粘着に関する特性を調べることもできる。

また際空に応じた試験のために霊銀(じ ゅう すい)を鮫み込む

に便利な よう に， エドの内部桃造も改装されているし，各部の圧

力 ・ プレ ー キ力 ・ 温度 ・ 速度 ・加速度あるいは走行距離等を自

動記録する装置も別に用意されている。

3 軌道試験車

列車の進行中に，線路の敷設されている状態をìIliJjÊする装置

を有する測定1110 線路の状態を女11 る にはつぎの 5 項目 の測定が

各国 とも (独 ・ 仏 ・ 瑞・米 ・ 日) に行われている。

測定mのためにはとくに問委および中央部の 3 筒所の車両外

周に，建築限界に相当する特殊の失起状の腕木装置を設けてあ

る。 腕木を 3 fJ1i所にしているのは，曲線上では車体の中央官~Iが

Úll線の内方に，同端は外万にi扇僑(へんい)するが，そのとき副l

線路に与えられている紘大限度を検査するためである。

腕木は硬木で車両の外周には約 60 本突起してお り，腕木は中

央がピンで結合して回転部となり，建築限界内の建造物に進行

中接触すると腕木はその点てー回転し，その先端についているピ

アノ総は引狼られ，車内に装置されてある記録日感板に指僚を

指示させるようになっている。

5 援動試験車

各僚の台111をそれぞれ取付けて，台車擬iTiiJ性能試験およびそ

の他を行い，その比較測定をする目的で製作されたものである。

この平は台車の振替えが容易に行われまた心ざら間距離ならび

に車内に水タンクを設備して車体重量お よび重心高さ，似性モ

ー メン ト をも任%íに変更できる精進になっている。また正規の

車輸以外に補助事輸を有して ， 車両振動および台車各部の動き

を，速度および位i置に対して記録するこ と ができる。車内には

特別に 11音室を有してオ γ ロ グラ 7 ~;事の即時現像を行えるように

な っている。

このほか同ーの車両を各路線上を走行させ， ν ー ノレによる振

動状態を比較する証言動試験車もある。この車には走行状態を調

査できる よう床にのぞき窓，側には窓が設備されている。
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シーケンス (英) sequence 主電動機回路のように制御段にし

たがっ て各接触総 1. "/ ー ヶ γ ス

|期間動作が変化す 7て ι r 

る械状態蜘をつ叫なぎ糊線 T ，;-~ιト一o件士士七プう.:~九m仰nか戸一一一__ _ 1一J一. 1.，

図で表示したもの。 L--! ， ---- ---if 下内
図ー1はその一例で i K, I '!'K. 

.tf'I~~.1帆山一 1 1 Ld14bこー直列最終制御段・ ;'-t"-' ;，J~~‘判~ャー_，

渡り ・ ~"列最初制 Hh  tLむら日S
御段の状態を示す。

各接触~開閉動

すなわち線路の通り・ 高低 ・ 水準 ・ 軌間 ・ 平菌性である。な 作を表に示したも

百二
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おわが図では111休のロ ー リングも 同時に記録 している。 通りと のを， 作用/1闘序表

は列車の進行方向に対して各軌条の左右方向の直線 2 作用順序表

M の狂いをいい， 高低は同じく上下の狂いである。

軌|首lは阿軌条の間隔，水準は両軌条の踏匝i の ~~i さ の

差， 平fITí性は丙軌条の踏IíJ íを含む míのね じれを意味

する。従来線路の状態は線路工手に よ っ て調査して

いるが，それは列車の通っ ていないときの線路の状

態，すなわち i!!\負荷の場合であるから ， 突際に列車

が通過したときとは異なっている。この意味からい

って， 軌道試験111は実際のJ1ï丙に測定装i位を装備し

ているので， この車の測定した飽は線路に実際の荷

郊のかかった場合の状態を知ること ができるので ，
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非常に合I:lli的であるばかりでな く ， iJlll jÊ速度も 100 km/h くら

いで も fj'i l立が ï::}j'-'、ので ， いかなる列111にも iili結可能であり ，非

常 に能率 よ く iJllI定ができるので，ここ数年米各国とも突用に供

している。

4 限界測定車

h自然(き ょ うりょう) ， 隠j首(ずいどう) ， 作車場その他の建造

物が，建築限界に抵触しているかどうかを検査するためのもの

で， それによ って車両の安全通過を確認する。
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とし 、 L 、 ， 図ー2 は図ーl の主電車IJ後四路に対する作用順序表で，た

て q411に制御段数をとり ， 検 i1411にJ妾触総数を とる。チL印は接触総

が閉じた状態を示す。(沢野周一)

しけんせつぞく 試験接続 重信ケープノレ および機送ケ ー プ

ノレは，各回線I~Iの i特電容ß:および相互誘導宣が均一になるよう

に ， *fn笹Hこ製作されているが， 実際にはある位J.îtの相違はなく

すことができない。一方ケ ー プノレは l 木の長さが 230 m に作ら

れているので， これを布設して通信回線を構成するには， 各ケ
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